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県
医
師
会
理
事
）、
嘉
山
孝

正
氏
（
山
形
大
学
医
学
部

長
）
の
３
人
が
新
た
に
選
ば

れ
た
。
診
療
側
か
ら
は
ほ
か

に
三
浦
洋
嗣
氏
（
日
本
薬
剤

師
会
理
事
）
を
新
任
す
る
。

　

病
院
関
係
の
西
澤
寛
俊

（
全
日
本
病
院
協
会
会
長
）、邉

見
公
雄
（
全
国
公
私
病
院
連

盟
副
会
長
）
は
そ
れ
ぞ
れ
再

任
す
る
。歯
科
の
渡
辺
三
雄
氏

（
日
歯
常
務
理
事
）は
非
改
選
。

　

中
医
協
は
、
自
民
か
ら
民

主
へ
、
開
業
医
か
ら
病
院

へ
、
の
思
惑
が
見
て
取
れ
る

人
事
と
な
っ
た
が
、
次
期
改

定
が
歯
科
医
療
の
危
機
を
打

開
す
る
も
の
と
な
る
か
ど
う

か
は
見
え
て
こ
な
い
。

中
医
協
日
医
推
薦
は
な
し

　

長
妻
厚
労
大
臣
は
10
月
26

日
、
10
月
１
日
で
任
期
切
れ

と
な
り
空
白
と
な
っ
て
い
た

中
医
協
委
員
６
人
を
公
表
し

た
。

　

診
療
側
の
委
員
に
つ
い

て
、
長
妻
氏
が
開
業
医
の
意

見
が
強
く
反
映
す
る
と
し
て

日
医
の
推
薦
を
受
け
付
け
な

い
方
針
を
示
し
て
い
た
と
お

り
、
日
医
枠
は
認
め
ず
、
医

師
関
係
か
ら
は
安
達
秀
樹
氏

（
京
都
府
医
師
会
副
会

長
）、
鈴
木
邦
彦
氏
（
茨
城

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定

２
０
１
０
年

２
０
１
０
年

10・22中央集会

医
療
改
善
求
め
4000
人
が
結
集

新
政
権
に
社
会
保
障
施
策
の
早
期
実
行
を
迫
る

　

４
０
０
０
人
を
超
え
る
医
療
・
介
護
労
働
者
が
会
場
を

埋
め
尽
く
し
た―

―

。
社
会
保
障
費
を
増
や
し
、
国
民
の

た
め
の
医
療
・
介
護
へ
転
換
を
求
め
る
中
央
集
会
が
10
月

22
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
た
。
保
団

連
な
ど
が
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
伊
津
進
弘
理

事
長
、
小
山
榮
三
理
事
・
相

談
役
、
古
田
光
行
、
宮
本
辰

雄
両
監
事
、
事
務
局
が
参

加
。
会
場
は
、
新
政
権
に
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
な

ど
医
療
・
介
護
・
社
会
保
障

施
策
の
早
期
実
行
を
迫
ろ
う

と
、
参
加
者
の
熱
気
に
包
ま

れ
た
。

　

民
主
党
の
山
崎
摩
耶
議

員
、
社
民
党
の
阿
部
知
子
議

員
、
共
産
党
の
小
池
晃
議
員

が
駆
け
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

漫
画
家
の
や
く
み
つ
る
氏
も

登
壇
し
、「
医
療
関
係
者
と
患

者
が
一
緒
に
な
っ
て
医
療
を

良
く
し
て
い
こ
う
」と
訴
え
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
ほ
か

に
も
医
療
団
体
や
自
治
体
首

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
相

次
ぎ
、
社
会
保
障
改
善
へ
の

機
運
の
高
ま
り
を
示
し
た
。

３
議
員
と
懇
談

　

中
央
集
会
に
先
立
ち
、
協

会
は
厚
労
省
が
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
の
省

令
「
改
正
」
案
を
公
表
し
た

こ
と
を
受
け
、「
義
務
化
」

か
ら
「
原
則
化
」
に
改
め
る

と
し
た
政
権
公
約
の
誠
実
な

実
行
な
ど
を
求
め
、
地
元
選

出
の
衆
参
40
人
の
国
会
議
員

に
要
請
し
た
。
竹
本
直
一

（
衆
・
自
民
）、
長
尾
敬
（
衆

・
民
主
）、山
下
芳
生
（
参
・

共
産
）各
議
員
と
面
談
し
た
。

　

竹
本
議
員
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
「
75

歳
以
上
の
老
人
か
ら
医
療
・

介
護
の
保
険
料
・
窓
口
負
担

は
取
る
べ
き
で
は
な
い
」
と

4000人の参加者が会場を埋め尽くした
＝10月22日、東京都内　　　　　　　

い
う
持
論
を
展
開
。
し
か

し
、
同
制
度
の
廃
止
は
否
定

し
た
。
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
問
題
で
は
、
義
務
化

撤
回
に
賛
同
し
た
。

　

長
尾
議
員
に
は
、
後
期
高

齢
者
・
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
な
ど
、
政
権
公
約
と
ブ
レ

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
正
す
よ
う
訴
え
た
。
同

氏
は
、
改
め
て
大
阪
で
懇
談

す
る
こ
と
を
快
諾
し
た
。

　

山
下
議
員
は
、
自
主
共
済

問
題
に
つ
い
て
「
公
的
保
障

の
不
十
分
な
部
分
を
補
う
役

割
を
果
た
し
て
き
た
共
済
を

潰
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

結
局
、
ア
メ
リ
カ
や
民
間
企

業
が
共
済
と
い
う
市
場
・
利

益
を
取
り
込
む
こ
と
が
ね
ら

い
で
、
郵
政
民
営
化
や
医
療

制
度
改
革
と
根
は
同
じ
だ
」

と
指
摘
し
た
。

　

要
請
後
、
衆
議
院
議
員
会

館
内
で
開
い
た
「
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
撤

回
を
！
緊
急
国
会
内
集
会
」

に
参
加
。
全
国
か
ら
１
５
０

人
が
参
加
し
た
。
集
会
で

は
、
小
山
氏
が
「
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
問
題
点

は
、
情
報
が
社
会
保
障
カ
ー

ド
に
利
用
さ
れ
、
医
療
の

〝
適
正
化
〞に
繋
が
る
」と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
新
政
権

発
足
後
、
医
療
改
善
を
求
め

る
大
規
模
な
取
り
組
み

（
表
）
を
展
開
し
て
い
る
。

新政権発足後の協会の取り組み
【国会議員懇談】

９月29日 民主、平野博文内閣官房長官秘書（歯科医療改
善、海外技工について）

10月９日 民主、稲見哲男衆院議員（自主共済について）
10月９日 共産、宮本岳志衆院議員（自主共済について）

10月16日 民主、長尾敬衆院議員（後期高齢者、オンライ
ン、租税特措法、自主共済について）

10月20日 民主、梅村聡参院議員秘書（歯科医療改善、海外
技工について）

10月22日 民主、大谷啓衆院議員（後期高齢者、オンライ
ン、租税特措法、自主共済について）

【国会要請】

９月16日
鈴木寛議員（民・参）、森山浩行議員（民・衆）、
村上史好議員（民・衆）、萩原仁議員（民・衆）、
辻恵議員（民・衆）、宮本岳志議員（共・衆）と
面談

10月８日
長尾敬議員秘書（民・衆）、辻元清美議員秘書
（社民・衆）、吉井英勝議員（共・衆）と面談。
吉井議員に「保険でよい歯科医療を求める請願署
名」500筆、自主共済の署名668筆を提出

10月22日 竹本直一議員（自・衆）、長尾敬議員（民・衆）、
山下芳生議員（共・参）と面談

【集会】

10月22日

「レセプトオンライン請求義務化撤回を！」緊急
国会内集会。参加者150人。谷博之議員（民・
参）、松崎哲久議員（民・衆）、阿部知子議員（社
民・衆）、高橋千鶴子議員（共・衆）、首藤信彦議
員（民・衆）、吉田統彦議員（民・衆）、初鹿明博
議員（民・衆）、高邑勉議員（民・衆）が参加

10月22日
「社会保障を増やして、国民のための医療・介護
へ転換を！」10・22中央集会。参加者約4000人。
山崎摩耶議員（民・衆）、阿部知子議員（社民・
衆）、小池晃議員（共・参）が参加

10月25日
「入れ歯が危ない 保険で良い歯科医療を」10・25
決起集会。参加者418人。初鹿明博議員（民・
衆）、小池晃議員（共・参）が参加

親
子
間
の
引
き
継
ぎ
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

「
医
療
承
継
は
節
税
チ
ャ
ン
ス
」

・
建
物
と
も
に
親
名
義
の
ま

ま
に
し
、
賃
貸
借
契
約
を
結

び
、
子
が
家
賃
を
支
払
う―

　

協
会
組
織
部
は
10
月
10

日
、
鳥
居
義
昭
氏
（
協
会
顧

問
税
理
士
）
と
田
中
徳
一
氏

（
㈱
日
本
医
業
総
研
）
を
講

師
に
、「
承
継
支
援
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
い
た
。
医
師
・
歯

科
医
師
、
家
族
ら
69
人
が
参

加
し
た
。

　

鳥
居
氏
は
厳
し
さ
を
増
す

開
業
環
境
の
中
で
、
安
定
経

営
が
見
込
め
る
親
子
承
継
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
過
去
の
経
験
の
医
科
・

歯
科
の
具
体
的
な
設
例
を
あ

げ
て
親
子
間
承
継
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た
。

　

親
が
土
地
建
物
を
自
己
所

有
し
て
い
る
場
合
、
承
継
方

法
と
し
て
①
土
地
・
建
物
を

子
名
義
に
す
る
②
建
物
の
み

子
が
簿
価
で
買
い
取
り
、
土

地
は
親
名
義
の
ま
ま
③
土
地

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で

③
は
、
親
が
死
亡
し
た
と
き

に
土
地
と
建
物
の
相
続
時
評

北河内
地　区

期
待
高
く
241
人
受
診枚方こどもまつり・歯科健診
　

〝
む
し
歯
が
あ
り
ま
す

ね
。
速
や
か
に
歯
医
者
で
診

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
〞―

―

。
早
期
発
見
を
通
じ
て
住

民
の
健
康
を
守
り
、
有
病
者

に
は
受
診
を
う
な
が
す
こ
と

を
目
的
に
協
会
の
北
河
内
地

区
が
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る

枚
方
こ
ど
も
ま
つ
り
で
の
無

料
歯
科
健
診
（
＝
写
真
）
が

10
月
25
日
、
啓
光
学
園
内
で

取
り
組
ま
れ
た
。
歯
科
健
診

コ
ー
ナ
ー
は
毎
年
盛
況
で
、

２
４
１
人
（
子
ど
も
１
６
７

人
・
大
人
74
人
）
が
受
診
し

た
。
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
署
名
は
１

９
５
筆
寄
せ
ら
れ
た
。
出
務

は
、
有
地
正
・
古
賀
明
子
両

歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
４

人
、
歯
科
技
工
士
２
人
と
事

務
局
。

　

両
歯
科
医
師
か
ら
は
、

「
子
ど
も
の
半
数
近
く
、
大

人
の
ほ
ぼ
全
員
に
カ
リ
エ
ス

が
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
ほ
と

ん
ど
が
Ｃ
０
〜
Ｃ
１
で
２
〜

３
人
が
Ｃ
３
〜
Ｃ
４
、
大
人

は
修
復
物
の
２
次
カ
リ
エ
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
」「
大

人
で
歯
石
の
あ
る
人
が
４
〜

５
人
、
な
か
に
は
Ｃ
４
が
４

本
と
い
う
人
も
い
た
」
と
感

想
を
述
べ
、
健
診
の
重
要
性

と
受
診
し
や
す
い
制
度
づ
く

り
の
必
要
性
を
語
っ
た
。

価
額
の
関
係
で
節
税
に
な

る
。
ま
た
、
改
装
費
を
親
の

投
資
と
す
れ
ば
負
債
が
増

え
、
相
続
税
対
策
に
な
る
と

と
も
に
、
親
の
不
動
産
所
得

が
減
少
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
る
。
鳥
居
氏

は
「
医
療
承
継
は
節
税
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
。
一
生
に
一

度
の
大
切
な
こ
と
な
の
で
、

親
子
間
で
冷
静
に
話
し
合
っ

て
話
を
詰
め
て
行
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
と
説
い
た
。

　

田
中
氏
は
、
医
療
承
継
の

場
合
親
子
間
で
５
割
、
第
三

者
間
で
は
３
割
ほ
ど
し
か
成

立
し
な
い
こ
と
を
紹
介
し

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
引
き

継
ぎ
金
額
（
営
業
権
）
に
つ

い
て
の
認
識
の
違
い
、
承
継

時
期
の
不
一
致
、
従
業
員
雇

用
問
題
、
診
療
所
を
賃
貸
で

承
継
す
る
場
合
の
建
物
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
区
分
・
内
装
増
改

築
の
工
事
費
用
な
ど
が
あ
る

こ
と
を
あ
げ
た
。

熱心に指導対策のメモをとる
参加者＝10月10日、大阪市内

各
地
で
開
催
し
て
い
る
。
年

内
に
３
会
場
で
開
く
予
定
に

し
て
お
り
、
最
新
の
情
報
を

交
え
、
会
員
に
指
導
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
を
周
知
す
る
。

　

社
保
研
究
部
が
10
月
10
日

に
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で

開
い
た
新
規
個
別
指
導
対
策

講
習
会
で
は
、
近
畿
厚
生
局

が
過
去
実
績
の
10
倍
以
上
と

局
の
人
員
面
の
問
題
を
指
摘

し
、「
到
底
こ
な
し
き
れ
な

い
指
導
目
標
だ
が
、
い
つ
選

定
さ
れ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う

に
、
日
常
の
カ
ル
テ
記
載
な

ど
を
き
ち
ん
と
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　

今
後
の
日
程
は
次
の
通

り
。

な
る
２
６
１
件

の
個
別
指
導
を

進
め
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ

た
と
報
告
。

　

講
師
を
務
め

た
藤
井
佐
都
樹

社
保
研
究
部
副

部
長
は
、
厚
生

※ 

講
師
は
い
ず
れ
も
、
社
保
研
究
部
講
師
団
。
参
加
費
は
会

員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

指導対策講習会

府下各地で順次開催

組織部

　

協
会
地
区
組
織
は
、
強
化

さ
れ
つ
つ
あ
る
指
導
へ
の
対

策
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
し
た

講
習
会
を
10
月
以
降
、
府
下

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

「
ど
う
変
わ
る
個
別
指
導
〜
09
年
度
計
画
か
ら
見
え
る
も
の
〜
」

【
日
時
】
11
月
11
日
（
水
）
午
後
８
時
〜
10
時

【
会
場
】
堺
市
民
会
館

　
　
　
　

（
南
海
高
野
線
「
堺
東
」
駅
徒
歩
10
分
）

【
定
員
】
１
０
０
人

北
河
内
・
大
阪
市
東
部
・
南
部
地
区
合
同

オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー「
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
ゆ
く
え
と
個
別
指
導
」

【
日
時
】
11
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

【
会
場
】 

Ｏ
Ｍ
Ｍ
会
議
室
（
京
阪
・
地
下
鉄
「
天
満
橋
」

駅
か
ら
Ｏ
Ｍ
Ｍ
に
連
絡
）

【
定
員
】
60
人

北
大
阪
・
大
阪
市
北
部
・
三
島
地
区
合
同

「
強
化
さ
れ
る
個
別
指
導
へ
の
対
策
と
２
０
１
０
年
診
療
報
酬
改
定
」

【
日
時
】
12
月
19
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

【
会
場
】
新
大
阪
丸
ビ
ル
新
館
６
０
９
号
室

　
　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
「
新
大
阪
」
駅
東
口
か
ら
徒
歩
２
分
）

【
定
員
】
60
人


